
画：昌・7☆講 演☆

◇助教授　明石和夫「窒化ホウ素について」　日本金属学会超硬

高融点化合物研究会，渋谷信用金庫ホールにおいて（1966．12，10）

◇助教授　河添邦太朗「吸着」　第3回化学工学演習講習会，八

重洲ロビルホールにおいて（1967．1．27）．

◇助教授　河添邦太朗「活性炭一FeCl3触媒の触媒添着量によ

る拡散抵抗の変化」日本学術振興会117委員会，本郷学士会館

において（1967．2．3）．

◇教授亘理厚「自動車の振動」機械学会，自動車技術会東

海支部講習会，名古屋市愛知県工業奨励館において（1967．2．7）

◇助教授　後藤信行，大学院学生　伊藤宣二「3，　3’一ジベンゾア

ントロニルの二J三の誘導体の合成」日本化学会第20年会，東

京大学において（1967．3．31）

◇助教授　後藤信行，大学院学生　古賀悦之　「3一ヨードペリレ

ンの合成」　同上，（同上）

◇助教授　後藤信行，大学院学生　小川昭二郎「8一クロルおよ

び11一クロルベンゾアントロンの合成とそのUllmann反応」

同上，（同上）．

◇助教授　後藤信行，大学院学生　時田澄男　「非対称型ジベン

ゾアントロニル誘導体の合成」同上，（同上）．

◇助教授　後藤信行，大学院学生　湯浅健夫「9，　9’一ジクロルベ

ンゾアントロニルの合成」同上，（同上）．

　　　　　　　　　　☆寄　　　稿☆

◇教授　山田嘉昭（青木至と共著）「On　the　Tensile　Plastic

Instability　in　Axi－symmetric　Deformation　of　Sheet　Metals」

Int．　J．　Mech．　Sci．，8p．665～682（1966）．

◇教授　北川英夫「Invariability，　Hesitation　or　Restoration

of　Damage　in　Wet－Dry　Fatigue　Process」Experimental

Mechanics，71P．28（1967．1）

◇教授　浅原照三，研究嘱託　平野二郎「Some　Observations

on　a　Continuous　Telomerization　Reaction」Bulle士in　of　the

）

◇菊池

◇北川

◇辻

◇野崎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆　　者

真一（Shinjchi　KIKUCHI）教授　工博　専攻　工業

　　電気化学，光化学

英夫（Hideo　KITAGAWA）教授　工博　専攻　材

　　料力学（材料強度学）

　泰（Yutaka　TUZI）助教授理博　専攻　真空工学

　弘（Hiroshi　NOZAKI）教授　工博　専攻　工業電

　　気化学，光化学

Japan　Petroleum　Institute，9p32～37（1967）．

◇教授　浅原照三，研究嘱託　平野二郎「Solvent　Effects　in

Telomerization　Reaction」Bulletin　of　the　Japan　Petroleum

Institute，9P．38～44（1967）．

◇助教授石田洋一，　National　Physical　Laboratory（England）

D．McLean．「Effect　of　Nitrogen　and　Manganese　on　Recovery

Rate　and　Friction　Stress　During　Creep　of　Iron」Journal　of

the　Iron　and　Steel　Institute　London，205　P．88（1967）．

◇助教授　後藤信行「トリクロルアセナフテンの合成」工業化

学雑誌，70p．217（1967）．

　　　　　　　　　　☆海外渡航☆

◇第1部　富永五郎教授は，イタリア，m一マで開れる第3回電

子管内残留ガス分析に関する国際シンポジウムと第1回高真空

下における吸脱着現象に関するシンポジウムに出席，またヨーロ

ッパ各国の原子力関係施設視察，真空物理工学の研究調査のた

め，3月5日出発，5．月15日帰国の予定．

◇第2部　安藤良夫教授はロンドンにおいて開催される「プレ

ストレストコンクリート圧力容器に関する国際会議」に出席，あ

わせてフランスにおける原子力施設の調査研究のため3月11日

出発．3月27日帰国．

◇第2部　植村恒義助教授は超高速度写真ならびに，宇宙開発用

光学機器に関する研究調査のため．2月25日出発，アメリカ，

イギリス，西ドイツを回って43年2月24日帰国の予定．

◇第5部　川股重也助教授はイギリス，ロンドンにおいて開かれ

るプレストレストコンクリート圧力容器に関する国際会議に出

席，またイギリス，スペインにおいて同会議に関連する建築構造

学研究上の諸問題について調査研究のため3月10日出発，3月

27日帰国．

　　　　　　　　　　☆所内人事☆

◇第1部　小倉磐夫は講師に採用された（ig67．2．21）
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◇古川　　勉（Tutomu　HURUKAWA）東京スリーボンド

　　　　　　KK，技術課長

◇佐々木裕（Yutaka　SASAKI）東京スリーボンドKK研究員

◇鈴木　　伸（Shln　SUZUKI）研究員（千葉大学教授）　工博

　　　　　　専攻　工業化学（光化学反応）

◇小柳　宏一（Koichi　KOYANAGI）研究生　専攻　同上

◇内田　恒夫（Tsuneo　UCHIDA）大学院学生専攻自動制御
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